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▽
俳
句

名
も
知
ら
ぬ
花
に
ふ
れ
合
う
携
緬
の
遵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
由
記

あ
け
び
咲
く
雨
つ
や
め
甑
藩
糠
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
露
　
，
薦
子

緑
陰
や
独
り
の
書
秦
泳
が
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梢
陽

長
梅
雨
や
雲
の
切
れ
簡
を
覗
く
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
　
人

十
薬
を
束
ね
し
指
に
香
の
残
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳴
　
石

鶯
の
来
て
瞳
く
木
立
塗
鹸
、
し
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
残
漢
雪

に
く
き
蚊
と
打
た
ね
麹
騰
磁
霧
顔
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
医
時
習

繭
掻
け
ば
眠
気
醒
ま
す
融
婁
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猛
泉

薔
薇
活
け
て
若
妻
浴
衣
縫
う
離
券
の
駄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
集
届

笹
を
摘
む
笹
の
林
の
露
深
く
　
譲
歎
講

魚
沼
高
齢
者
無
料
職
業

紹
介
所
開
設
の
お
知
ら
せ

こ
の
た
び
老
人
福
祉
事
業
の
一
つ
と
し

て
、
　
「
魚
沼
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所

」
が
小
出
町
に
設
立
致
し
ま
し
た
。

こ
の
紹
介
所
は
お
よ
そ
六
十
五
才
以
h

の
高
齢
者
で
、
働
く
意
志
と
力
の
あ
る

人
な
ら
ば
ど
な
た
に
で
も
就
職
相
談
に

応
じ
、
そ
の
人
の
体
力
や
経
験
能
力
に

応
じ
た
仕
事
を
考
え
就
職
の
道
を
開
い

て
あ
げ
よ
う
と
い
う
機
関
で
す
。

、
》
・
な
為
雛
馨
纏

晩
年
を
小
粋
に
別
れ
嘉
署
　
　
．
、
艦
”
　
涌
井
駕
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍵
講
義
ひ
か
り
に
心
ま
で
染
窯
、

幌
さ
や
ぐ
れ
い
め
い
は
紗
を
な
“
へ
醸
轟
菜
か
ご
を
背
購
せ
魏
，

趨
壌
募
・
大
泉
魏
離
驚
竃
↓

憲
壕
投
稿
緯
　
鱗

．
．
擁
薄
℃
輩
響
を
壷
の
中
　
懸
縫
　
　
奪
．
欝

藩
、
．
．
．
僕
瓠
．
転
麟
講
臨
鰹

選
挙
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
調
査
結
果
に
つ
い
て

　
先
般
実
施
い
た
し
ま
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
御
協
力
、
又
、
卒
直
な
御
意

見
を
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
回
収
率
は
六
一
・
七
六
％
で
し
た
。

　
結
果
の
公
表
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当

初
、
公
民
館
報
「
な
か
さ
と
」
に
掲
載

す
る
予
定
で
し
た
が
、
で
き
る
だ
け
詳

細
に
公
表
し
た
い
と
考
え
、
別
に
印
刷

し
て
配
布
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
集
計
に
は
も
う
少
し
時
間
が
か
か
り

ま
す
が
、
八
月
中
に
は
み
な
さ
ん
の
お

手
元
に
届
け
る
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
選
挙
管
理
委
員
会

職
業
の
こ
と
以
外
で
も
高
齢
者
の
生
活
　
人
生
往
来

相
談
や
社
会
活
動
に
つ
㌧
て
も
相
談
す

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
是
非
御
利
用
ド

さ
い
。

一
、
開
設
場
所
　
小
出
町
車
輔
セ
ン
タ
i

　
　
　
　
　
　
二
階

二
、
相
談
日

三
、
休
日

毎
日
午
前
九
時
～
午
後

四
時
ま
で
。
た
だ
し
L

曜
日
は
正
午
ま
で
。

毎
日
曜
日
、
祝
祭
日
、

年
末
年
始

掌

家
族
表
札
の

　
　
販
売
に
つ
い
て

　
最
近
、
家
族
表
札
の
販
売
業
者
が
勝

手
に
郵
便
局
の
名
を
語
り
、
表
札
の
販

売
を
し
て
い
ま
す
。
毎
日
の
よ
う
に
郵

便
局
に
苦
情
、
間
い
合
せ
が
ま
い
り
ま

す
が
、
こ
れ
ら
業
者
と
郵
便
局
と
は
一

切
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

　
尚
、
郵
便
局
で
は
、
窓
口
に
て
郵
便

受
箱
、
家
族
表
札
の
あ
っ
せ
ん
、
販
売

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
必
要
な
方
は
申

し
出
て
下
さ
い
。

善
意
を
あ
り
が
と
う

〇
六
月
二
卜
四
日
、
長
生
会
（
山
崎
、

　
荒
屋
老
人
会
）
に
ょ
り
、
上
山
の
遊

　
園
地
の
清
掃
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

○
田
中
の
関
谷
フ
ジ
さ
ん
が
、
孫
の
結

　
婚
を
祝
っ
て
金
二
二
、
七
二
〇
円
を

　
村
の
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
附
さ
れ

　
ま
し
た
。

岡井樋南大俵寓樋林◎
村ノロ雲1．1山井口　産
　川　　　み
由貴光正ず知一　卓声
梨之弘幸え香美功真

憲和義秀光十一文正
次夫一幸吉二男雄…

山
　
崎

　
桂

市
之
越

宮
中

　
桂

堀
之
内

干
溝

如
来
寺

通
り
山

◎
高
砂

翻
鼎

緬
舗

翻
舗

瀦
醤

瀦
離
節正啓正幸悦桂正節英
子平子平子男子栄子夫

（
三
）
鷹
羽

（
一
三
）
北
海
道

（
二
四
）
田
　
沢

（
一
…
朴
木
沢

（
二
八
）
倉
俣

（
柔
）
本
屋
敷

（
二
八
）
干
溝

（
茜
）
松
之
山

（
宍
）
本
屋
敷

（
毛
）
十
日
町

翻
雛
翻

繍
磐
輔

◎
昇
天

富
井
　
ト
リ
　
　
（
六
六
）

村
山
　
民
治
　
　
　
（
四
〇
）

柳
　
良
作
　
　
（
七
七
）

瀧
澤
　
ギ
ン
　
　
　
（
交
）

鈴
木
惣
一
郎
　
　
　
（
六
四
）

八二四七
芋
　
川

村
松
町

白
羽
毛

本
屋
敷

如
来
寺

宮
中

本
屋
敷

角
　
間

重
地

〔1〕1“1川1”なかさと”il”1””1””1”ll””1”1”””昭和53年7月25日発行（第三種郵便物認可〉”1””II”lll”1”III””1書”1”ll第264号

私たちの村
人　口 7，264（＋3）

男 3，595（一1）

女 3，669（＋4）

世帯数 1，666（一1）
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畷

　
校
舎
の
老
朽
化
が
す
す
み
、
改
築
が

待
た
れ
て
い
た
貝
野
小
学
校
で
去
る
十

三
日
、
村
長
は
じ
め
議
会
、
教
育
関
係

者
が
集
ま
っ
て
校
舎
改
築
工
事
の
地
鎮

祭
が
行
な
わ
れ
た
。

　
今
回
改
築
さ
れ
る
の
は
、
去
る
三
十

三
年
に
建
て
ら
れ
た
体
育
館
を
除
く
校

舎
全
体
で
工
事
請
負
金
額
は
一
億
六
千

二
百
四
十
万
円
。

　
新
校
舎
は
鉄
筋
一
二
階
建
て
で
総
床
面

積
は
一
、
互
、
一
二
㎡
、
約
四
六
四
坪
。

普
通
教
室
六
つ
の
他
に
理
科
室
、
視
聴

覚
室
を
兼
ね
た
図
書
室
、
家
庭
科
室
、

音
楽
室
、
図
工
室
な
ど
の
特
別
教
室
を

備
え
た
立
派
な
も
の
で
、
完
成
は
来
年

三
月
の
予
定
。

　
新
校
舎
の
完
成
を
心
待
ち
に
し
て
い

る
八
十
四
名
の
児
童
と
職
員
は
そ
れ
ま

で
貝
野
公
民
館
（
旧
役
場
）
で
勉
強
を

つ
づ
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

役
場
人
事
異
動

　
　
　
　
－
七
月
一
日
付
ー

○
社
会
課

　
　
課
長
補
佐
　
高
野
荘
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
保
健
課
）

○
保
健
課

　
　
栄
養
士
　
　
高
野
ヨ
シ
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
採
用
）

◎
退
職
（
六
月
十
日
付
）

o
保
健
課

　
　
栄
養
士
　
　
関
谷
　
由
紀



偽題
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成
人
式
お

め
で
と
う

七
十
四
名
出
席

　
恒
例
の
成
人
式
が
去
る
七
月
十
六
日

に
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
出
席
者
は
男
子
四
十
四
名
、

女
子
三
十
名
の
計
七
十
四
名
。

真
夏
の
成
人
式
ら
し
く
質
素
な
軽
装
姿

が
目
立
つ
な
か
に
も
、
若
者
ら
し
い
楽

し
さ
と
活
気
が
感
じ
ら
れ
、
久
し
ぶ
り

の
再
会
を
喜
び
あ
う
仲
間
の
輪
が
あ
ち

こ
ち
に
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
成
人
式
を
む
か
え
た
四
名
の
若
者
か

ら
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

◎
質
問

①
二
十
才
か
ら
連
想
す
る
言
葉
を
三
つ

②
大
人
た
ち
に
一
言

③
二
十
才
に
な
っ
て
考
え
る
こ
と
は

　
吉
楽
　
広
志
君
（
上
山
）

①
酒
、
た
ば
こ
、
責
任
、
独
立
。

②
大
人
た
ち
は
、
頭
ご
な
し
に
「
だ
め

　
」
だ
と
か
「
や
め
ろ
」
と
叱
る
け
ど

　
も
う
す
こ
し
相
手
の
身
に
な
っ
て
考

　
え
、
相
手
に
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ

　
う
に
話
し
を
し
て
ほ
し
い
。

　
又
、
仕
事
の
面
で
は
、
良
き
指
導
者

　
と
し
て
注
意
な
り
助
言
を
お
願
い
し

　
た
い
と
思
い
ま
す
。

③
人
か
ら
一
言
わ
れ
て
行
動
す
る
の
で
は

　
な
く
、
自
分
な
り
の
考
え
を
持
ち
、

先
頭
に
な
っ
て
行
動
し
て
ゆ
か
な
く

て
は
い
け
な
い
と
思
う
。

そ
の
行
動
に
対
す
る
責
任
も
重
要
な

問
題
と
な
る
が
、
　
「
責
任
」
と
い
う

言
葉
に
追
い
ま
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く

頑
張
り
た
い
。

　
樋
ロ
　
正
子
さ
ん
（
朴
木
沢
）

①
責
任
。
選
挙
権
。
大
人
の
仲
間
入
り
。

②
中
里
村
の
場
合
、
地
域
的
に
谷
間
に

　
位
置
す
る
た
め
か
ど
う
し
て
も
閉
鎖

　
的
に
な
り
が
ち
な
面
が
あ
る
の
で
は

囎竃「
載、悼、漱『

　
な
い
か
と
思
う
反
面
、
と
て
も
素
晴

　
ら
し
い
団
結
力
が
あ
る
よ
う
に
感
じ

　
て
い
ま
す
。

③
今
年
、
二
十
才
を
迎
え
る
と
同
時
に

　
社
会
人
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
つ
／
＼
の
言
動
の
重
さ
を
し
み
じ

　
み
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
は
両
親
の
も
と
で
保
護
さ
れ

　
て
育
っ
て
き
た
私
で
す
が
、
こ
れ
を

　
一
つ
の
区
切
り
と
し
て
信
頼
さ
れ
る

　
社
会
人
と
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
ゆ

　
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
広
田
　
文
伊
さ
ん
（
田
中
）

①
大
人
。
選
挙
。
責
任
。

②
型
に
は
ま
っ
た
考
え
、
偏
見
を
す
て

　
て
、
も
う
一
度
自
分
が
二
十
才
の
頃

　
盛
ん
に
友
人
た
ち
と
討
議
し
あ
っ
た

　
こ
と
な
ど
を
思
い
出
し
て
ほ
し
い
。

　
い
く
つ
に
な
っ
て
も
自
分
の
“
夢
”

　
と
い
う
も
の
を
持
ち
、
そ
れ
に
向
っ

　
て
生
き
て
ゆ
け
た
ら
素
晴
ら
し
い
で

　
し
ょ
う
ね
。

③
と
に
か
く
人
に
甘
え
て
は
い
け
な
い

　
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
は
、
ど
う
し

　
て
も
人
に
頼
る
こ
と
に
慣
れ
す
ぎ
て

　
い
た
私
だ
け
ど
、
や
は
り
、
二
十
才

　
と
い
う
年
を
境
に
“
甘
え
”
か
ら
脱

　
し
た
い
。
全
て
の
行
動
に
最
後
ま
で

　
責
任
を
持
て
る
よ
う
に
な
る
に
は
ま

　
だ
ぐ
だ
け
ど
、
せ
め
て
自
分
自
身

に
甘
え
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

　
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ
と
、
こ
れ

　
が
今
、
私
に
で
き
る
甘
え
脱
出
の
第

　
一
歩
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
す
。

　
山
田
　
　
守
君
（
土
倉
）

①
選
挙
。
責
任
。
青
年
。

②
な
し

③
年
令
は
成
長
の
一
尺
度
で
は
あ
る
が

　
二
十
才
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
環

　
境
や
自
分
自
身
が
一
変
す
る
わ
け
で

　
は
な
い
。
　
一
つ
の
通
過
点
と
み
て
い

　
る
だ
け
な
の
で
新
た
な
抱
負
は
あ
り

　
ま
せ
ん
。

1
8
月
30
日
－

　
　
調
停
相
談
会

　
　
　
　
が
開
か
れ
ま
す

　
左
記
の
通
り
調
停
相
談
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

○
と
　
き
　
八
月
三
十
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
三
時

○
と
こ
ろ
　
十
日
町
市
公
民
館
内

　
　
　
　
　
　
　
　
四
階
学
習
室

○
相
談
担
当
者

　
　
新
潟
地
方
、
家
庭
裁
判
所

　
　
　
　
　
　
　
　
所
属
調
停
委
員

○
相
談
内
容
　
宅
地
、
建
物
又
は
金
銭

　
　
の
貸
し
借
り
、
土
地
の
境
界
、
交

　
　
通
事
故
、
夫
婦
や
親
子
兄
弟
、
そ

　
　
の
他
家
庭
内
、
親
族
間
の
も
め
ご

　
　
と
等
に
つ
い
て
、
悩
ん
で
い
る
方

　
　
々
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
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あ
な
た
の
恩
給
が

　
　
　
　
改
善
さ
れ
ま
す

昭
和
五
十
三
年
四
月
か
ら

①
恩
給
年
額
が
約
五
～
七
％
増
額
。

②
扶
養
加
給
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
六
月
か
ら

③
公
務
扶
助
料
の
最
低
保
障
額
、
18
才

　
未
満
の
子
を
扶
養
し
て
い
る
妻
や
60

　
才
以
上
の
方
の
普
通
扶
養
料
の
最
低

　
保
障
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

④
傷
害
者
遺
族
特
別
年
金
の
年
額
が
引

　
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

⑤
寡
婦
加
算
や
遺
族
加
算
が
引
き
上
げ

　
ら
れ
ま
す
。

⑥
傷
病
恩
給
の
年
額
や
重
傷
者
の
特
別

　
加
給
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

⑦
普
通
恩
給
と
併
給
さ
れ
る
傷
病
年
金

　
の
減
額
が
な
く
な
り
ま
す
。

⑧
長
期
在
職
の
老
令
者
な
ど
の
普
通
恩

　
給
や
扶
助
料
の
年
額
計
算
の
算
出
率

　
が
改
善
さ
れ
ま
す
。

⑨
60
才
以
上
6
5
才
未
満
の
短
期
在
職
者

　
の
仮
定
俸
給
が
改
善
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
十
月
か
ら

⑩
60
才
以
上
65
才
未
満
の
方
の
加
算
恩

　
給
に
つ
い
て
は
、
減
額
が
な
く
な
り

　
ま
す
。

⑪
旧
軍
人
と
し
て
の
勧
務
年
数
が
合
わ

　
せ
て
三
年
以
上
あ
る
方
で
愚
給
や
共

　
済
年
金
な
ど
を
受
け
た
こ
と
の
な
い

　
方
に
一
時
金
（
一
万
五
千
円
）
が
支

　
給
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
改
善
の
う
ち
で
①
～
⑩

に
つ
い
て
は
、
例
年
の
よ
う
に
恩
給
局

で
改
定
証
書
を
作
成
し
、
遅
く
と
も
十

月
の
支
給
日
ま
で
に
郵
便
局
を
通
じ
て

受
給
者
に
渡
し
ま
す
。

⑪
の
改
善
に
つ
い
て
は
請
求
が
必
要
で

す
。
該
当
す
る
方
は
十
月
一
日
か
ら
役

場
社
会
課
で
請
求
手
続
を
し
て
下
さ
い
。

拠出年金（53，7実施） 福祉年金（53．8実施）

○老令年金（月額） ○老人福祉年金（月額）

25年年金35，558円→37，925円 15，000円→16，500円

10ヶ22，425円→23，925円 O障害福祉年金（月額）

5　〃16，408円→17，508円 1級　　22，500円→24，800円

○障害年金（月額） 2級　　15，000円→16，500円

1級　　45，125円→48，133円 ○所得制限の改正

2級　　36，100円→38，508円 本女所得（老令障害）…2人世帯の場合

○母子遺児寡婦年金（月額） 年収1㏄万円→200万円

36，100円→38，508円 扶養義務者……6人世帯の場合

年収876万円

なかさと君〔3〕

国
民
年
金

　
国
民
年
金
は
、
総
理
府
が
発
表
す
る

全
国
消
費
者
物
価
指
数
が
、
前
年
度
に

比
べ
て
五
％
を
超
え
て
上
下
し
た
場
合
、

年
金
額
は
、
そ
の
率
に
応
じ
て
改
定
さ

れ
る
「
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
」
が
と
り
入

れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
五
十
二
年
度
に
お
け
る
全
国
消

費
者
物
価
指
数
は
、
前
年
度
に
比
べ
る

年
金
額
の
引
き
上
げ

と
六
、
七
％
上
昇
し
ま
し
た
の
で
、
国

民
年
金
法
の
規
程
に
よ
り
、
拠
出
制
の

年
金
額
は
物
価
上
昇
率
と
同
じ
率
で
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
又
、
福
祉
年
金
は

十
％
を
超
え
る
引
き
上
げ
幅
に
な
っ
て

お
り
、
物
価
上
昇
率
の
六
、
七
％
を
大

き
く
上
廻
る
改
善
に
な
り
ま
し
た
。

年
金
額
の
改
定
は
下
の
表
の
通
り
。

親
子
で
楽
し
い

　
　
　
　
　
　
夏
休
み
を

　
夏
休
み
を
、
楽
し
く
安
全
に
、
し
か

も
規
則
正
し
く
す
ご
さ
せ
た
い
。

そ
う
願
う
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
方
へ

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
十
二
項
目
に
ま
と
め

て
み
ま
し
た
。

　
幼
児
、
小
学
生
の
場
合

H
早
寝
、
早
起
き
は
あ
た
い
千
金
。

口
宿
題
は
子
供
に
や
ら
せ
よ
う
。

日
家
事
の
手
伝
い
は
生
き
た
勉
強
と
し

　
て
大
切
。

四
十
円
玉
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ

　
う
。

圃
子
供
の
欲
求
不
満
は
親
の
甘
や
か
し

　
か
ら
生
れ
る
。

因
他
の
子
供
と
比
較
し
な
い
こ
と
。

ゼ
ロ
先
だ
け
の
教
育
は
、
家
庭
教
育
と

　
は
い
え
な
い
。

囚
子
供
に
百
点
満
点
を
求
め
な
い
。

伽
目
か
く
し
す
る
だ
け
の
性
教
育
は
危

　
険
で
す
。

㈲
と
き
に
は
子
供
会
に
顔
出
し
を
。

働
事
故
の
責
任
は
親
に
あ
る
こ
と
を
心

　
得
ま
し
ょ
う
。

㊧
家
じ
ゅ
う
で
夏
の
思
い
出
を
つ
く
り

　
ま
し
ょ
う
。

　
中
、
高
校
生
の
場
合

の
昔
話
で
勝
負
を
し
な
い
。

口
親
の
価
値
を
金
で
売
り
渡
さ
な
い
。

日
怒
り
を
忘
れ
た
父
親
に
な
ら
な
い
。

四
期
待
は
し
て
も
過
大
要
求
し
な
い
。

面
「
や
る
気
」
は
育
て
る
よ
り
も
そ
ろ

　
え
る
も
の
。

因
家
庭
内
で
の
役
割
（
仕
事
）
を
も
た

　
せ
よ
う
。

ゼ
冒
険
は
若
者
の
特
権
だ
、
失
敗
を
恐

　
れ
る
な
。

α9

親
の
最
大
の
仕
事
は
、
子
に
将
来
の

　
進
路
を
発
見
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。

伽
悪
の
芽
は
小
さ
い
う
ち
に
摘
み
と
り

　
ま
し
ょ
う
。

㈹
子
育
て
に
生
兵
法
は
禁
物
。

働
若
死
に
ほ
ど
親
不
孝
は
な
い
こ
と
を

　
教
え
ま
し
ょ
う
。

㈲
子
の
暮
し
を
知
っ
て
い
る
の
が
親
の

　
役
目
。

　
　
中
里
村
青
少
年
問
題
対
策
協
議
会

　
「
田
沢
詩
吟
会
」
炉
発
足
し
て
か
ら

十
年
に
な
り
ま
し
た
。

会
員
五
十
余
名
。
詩
は
、
人
間
真
理
追

輝風覇

求
の
成
果
で
あ
り
、
思
慕
の
結
晶
で
あ
嚇

り
ま
す
。
心
に
正
し
さ
と
勇
気
と
、
そ

し
て
潤
い
を
持
ち
た
い
も
の
で
す
。

腹
の
底
か
ら
大
き
な
声
を
張
り
あ
げ
て

詩
を
吟
ず
る
こ
と
は
、
雑
念
を
払
っ
て

気
分
を
一
新
し
、
明
日
へ
の
活
力
を
見

出
す
心
の
鍛
錬
で
す
。

　
お
互
い
の
親
睦
を
図
り
な
が
ら
、
し

か
も
明
る
い
社
会
づ
く
り
に
是
非
役
立

た
せ
た
い
も
の
で
す
。
老
若
男
女
を
問

わ
ず
振
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

毎
月
第
二
、
第
四
木
曜
午
後
七
時
半
よ

り
総
合
セ
ン
タ
ー
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
せ
は
小
山
泉
風
（
電
二
二
二
）

又
は
清
滝
清
風
（
電
二
二
七
〇
）
へ
。


